
令和７年４月１日現在

10 分団

0 分団

0 隊

45 部

130 班

800 人

662 人

651 人

11 人

565 人

97 人

0 人

0 人

84 人

2 人

82 人

36 人

21 人

11 人

531 人

13 台

0 台

39 台

0 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

0 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による。

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

0241-62-6106

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 福島県
所在地

〒967-0004

市町村名 南会津町 福島県南会津郡南会津町田島字後原甲3531番地1

消防団事務所管 南会津町住民生活課 電話番号（直通） 0241-62-6120 FAX

消防団名 南会津町消防団 メールアドレス h_jyusei@minamiaizu.org

組
織

分団数 ホームページURL https://www.town.minamiaizu.lg.jp

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

団
員
数

条例定数 　南会津町消防団は、平成18年3月の町村合併により、田島町、舘岩村、伊南村、
南郷村の旧町村消防団が統合し、新たに「南会津町消防団」として発足しました。
　現在、2支団、10分団制で団員622人（4月1日現在）が町内6,221世帯、13,206人（4
月1日現在）の安全で安心な住み良い街づくりに努めています。
　乾燥する春期は、夜警巡視や、非常招集訓練を実施することにより、予防消防を
徹底しており、また、降雨期には、水防訓練を実施し、土のう作成方法や、土のう積
工法、そしてロープワーク等の訓練を行い、昼夜を問わず地域の防災に注力してい
ます。
　また、火災時の各団員の意識や各雇用先の理解度も高く、消防活動に支障のな
い団員の出動が図られ、水防活動、災害対応、さらには行方不明捜索活動等、町民
の安全安心を守るため、昼夜を問わず献身的な取組が行われています。
　平成23年7月に「新潟・福島豪雨災害」、平成27年9月には「関東・東北豪雨災害」、
そして令和元年10月の台風19号による水害を経験し、その教訓を踏まえ、毎年行っ
ている水防訓練では、より一層力を入れ、また、豪雨時は団員自ら昼夜を問わず土
のうを積んだり、徐・排水作業等に尽力し、住民の安全確保に貢献しています。
　更に、近年、町外での会社勤めの団員が多いなど、日中の消防活動に当たる人
員不足が課題となっていることから、2010年（平成22年）には、消防団ＯＢを中心とし
た機能別団員として「南会津町消防団先遣隊」を立上げ、地元の防火・初期消火活
動への対応に繋げています。また、冬期間は、高齢者宅訪問を実施し、地元民生委
員等と一体となり、予防消防の徹底に心掛けるなど、住民と一体になった町ぐるみ
の防災体制の確立を進めています。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

郵政職員

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和７年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害


